
(57)【要約】

【課題】静電気対策のための着脱作業等を行うことなく

、ＣＣＤや回路部材に対する静電気の影響を確実に防止

する。

【解決手段】電子内視鏡１４のコネクタ差込み部１５を

プロセッサ装置１６のコネクタ受け部１７に結合するコ

ネクタ装置において、例えば上記差込み部１５に可動接

片２３ａ～２３ｎを設け、上記差込み部１５と受け部１

７が結合していない時は、静電気の影響を防止するため

にコネクタ端子２２ａ～２２ｎをグランド等電位線に接

続し、上記差込み部１５と受け部１７が結合する時は、

その結合動作によってコネクタ端子２２ａ～２２ｎとグ

ランド等電位線との接続を切り離すようにする。これに

より、静電気の影響を容易かつ確実に防止することがで

きる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
コ ネ ク タ の 差 し 込 み 部 を 受 け 部 に 結 合 し て 電 子 内 視 鏡 を プ ロ セ ッ サ 装 置 に 接 続 す る 電 子 内
視 鏡 装 置 用 コ ネ ク タ 装 置 に お い て 、
上 記 差 込 み 部 と 受 け 部 に 設 け ら れ た コ ネ ク タ 端 子 と 、
グ ラ ン ド に 接 続 さ れ た グ ラ ン ド 等 電 位 線 と 、
上 記 の 差 込 み 部 と 受 け 部 が 結 合 し な い 時 は 、 静 電 気 の 影 響 を 防 止 す る た め に 上 記 コ ネ ク タ
端 子 と 上 記 グ ラ ン ド 等 電 位 線 と を 接 続 し 、 上 記 の 差 込 み 部 と 受 け 部 が 結 合 す る 時 は 、 そ の
結 合 動 作 に よ っ て 上 記 コ ネ ク タ 端 子 と 上 記 グ ラ ン ド 等 電 位 線 の 接 続 を 切 り 離 す よ う に し た
機 械 的 切 換 え 手 段 と 、 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 装 置 用 コ ネ ク タ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 電 子 内 視 鏡 装 置 用 コ ネ ク タ 装 置 、 特 に 電 子 内 視 鏡 と プ ロ セ ッ サ 装 置 を 接 続 す る コ
ネ ク タ 装 置 で の 静 電 気 対 策 の 構 成 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 固 体 撮 像 素 子 で あ る Ｃ Ｃ Ｄ （ Ｃ ｈ ａ ｒ ｇ ｅ 　 Ｃ ｏ ｕ ｐ ｌ ｅ ｄ 　 Ｄ ｅ ｖ
ｉ ｃ ｅ ） 等 を 電 子 内 視 鏡 （ 電 子 ス コ ー プ ） の 先 端 部 に 搭 載 し て 被 観 察 体 内 を 撮 像 し 、 こ の
電 子 内 視 鏡 で 得 ら れ た Ｃ Ｃ Ｄ の 撮 像 信 号 を プ ロ セ ッ サ 装 置 へ 出 力 し 、 こ の プ ロ セ ッ サ 装 置
で 映 像 処 理 を 施 す こ と に よ り 、 被 観 察 体 の 映 像 を モ ニ タ へ 表 示 す る も の で あ る 。 そ し て 、
上 記 の 電 子 内 視 鏡 と プ ロ セ ッ サ 装 置 の 接 続 は コ ネ ク タ 装 置 で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ７ に は 、 従 来 の 電 子 内 視 鏡 装 置 用 コ ネ ク タ 装 置 の 接 続 部 の 構 成 が 示 さ れ て お り 、 図 示 さ
れ る よ う に 、 電 子 内 視 鏡 １ 側 の コ ネ ク タ 差 込 み 部 ２ で は そ の 中 央 部 基 板 ３ の 上 下 面 に 複 数
の 信 号 線 の 端 子 ４ ａ ， ４ ｂ … が 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 ５ 側 の コ ネ ク タ 受
け 部 ６ に は そ の 内 部 上 下 面 に 複 数 の 信 号 線 の 端 子 ７ ａ ， ７ ｂ … が 形 成 さ れ て お り 、 コ ネ ク
タ の 結 合 に よ っ て 、 上 記 端 子 ４ ａ と ７ ａ 、 ４ ｂ と ７ ｂ と が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ８ （ Ａ ） に は 、 上 記 電 子 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 部 と Ｃ Ｃ Ｄ と の 接 続 状 態 が 示 さ れ て お り 、 電
子 内 視 鏡 １ の 先 端 に 配 置 さ れ た Ｃ Ｃ Ｄ ９ に 対 し コ ネ ク タ 装 置 の 回 路 基 板 １ ０ が 接 続 さ れ る
。 こ の 回 路 基 板 １ ０ に は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ９ か ら 撮 像 信 号 を 読 み 出 し 、 か つ 所 定 の 信 号 処 理 を す る
Ｉ Ｃ 回 路 １ １ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 回 路 基 板 １ ０ に 接 続 す る 形 で 図 示 の 信 号 線 端 子 ４ ａ
， ４ ｂ ， ４ ｃ ， ４ ｄ が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ９ － ３ ２ ７ ４ ３ ４ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 従 来 の 電 子 内 視 鏡 装 置 用 コ ネ ク タ 装 置 で は 、 電 子 内 視 鏡 １ を プ ロ セ ッ サ 装
置 ５ か ら 外 し た と き に 、 人 体 等 、 外 部 で 発 生 し た 静 電 気 ［ 図 ８ （ Ｂ ） に 示 す サ ー ジ Ｅ １ ］
が そ れ ぞ れ の コ ネ ク タ 装 置 の 端 子 ４ ａ ～ ４ ｄ ， ７ ａ ， ７ ｂ … か ら 内 部 へ 流 れ 、 上 記 Ｉ Ｃ 回
路 １ １ や Ｃ Ｃ Ｄ ９ を 破 壊 す る 恐 れ が あ る と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 静 電 気 は 電 子 内 視 鏡
１ の 外 装 金 属 部 １ Ｍ ［ 図 ８ （ Ａ ） ］ か ら 内 部 へ 侵 入 し 、 内 部 回 路 に 影 響 を 与 え る こ と も 起
こ り 得 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
従 来 で は 、 特 開 平 ９ － ３ ２ ７ ４ ３ ４ 号 公 報 に 示 さ れ る よ う に 、 コ ネ ク タ 部 の 接 続 ピ ン に 接
触 す る 導 電 性 部 材 を 防 水 キ ャ ッ プ に 設 け 、 こ の 導 電 性 部 材 を シ ー ル 部 材 に 接 続 し て 静 電 気
の 影 響 を な く す こ と も 行 わ れ て い る 。 し か し 、 こ の 場 合 は 、 静 電 気 対 策 の た め に 必 ず 防 水
キ ャ ッ プ を 取 り 付 け な け れ ば な ら ず 、 こ の 防 水 キ ャ ッ プ の 着 脱 が 煩 雑 で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 従 来 で は 、 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 例 え ば 回 路 基 板 １ ０ か ら 端 子 ４ ａ ， ４ ｂ ， ４ ｃ
の 間 の 信 号 線 に サ ー ジ ア ブ ソ ー バ ー １ ２ を 接 続 し 、 こ れ に よ っ て 静 電 気 の 影 響 を 抑 制 す る
こ と も 行 わ れ る 。 し か し 、 こ の 場 合 は 、 信 号 線 毎 に サ ー ジ ア ブ ソ ー バ ー １ ２ を 接 続 す る こ
と か ら コ ス ト 高 と な り 、 ま た 信 号 線 が グ ラ ン ド に 直 接 接 続 さ れ て い な い の で 、 静 電 気 対 策
と し て 十 分 で は な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 静 電 気 対 策 の た め の 着 脱
作 業 等 を 行 う こ と な く 、 Ｃ Ｃ Ｄ や 回 路 部 材 に 対 す る 静 電 気 の 影 響 を 確 実 に 防 止 す る こ と が
で き る 電 子 内 視 鏡 装 置 用 コ ネ ク タ 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 コ ネ ク タ の 差 し 込 み 部 を 受 け 部 に 結 合 し て 電 子 内
視 鏡 を プ ロ セ ッ サ 装 置 に 接 続 す る 内 視 鏡 用 コ ネ ク タ 装 置 に お い て 、 上 記 差 込 み 部 と 受 け 部
に 設 け ら れ た コ ネ ク タ 端 子 と 、 グ ラ ン ド に 接 続 さ れ た （ 接 地 さ れ た ） グ ラ ン ド 等 電 位 線 と
、 上 記 の 差 込 み 部 と 受 け 部 が 結 合 し な い 時 は 、 静 電 気 の 影 響 を 防 止 す る た め に 上 記 コ ネ ク
タ 端 子 と 上 記 グ ラ ン ド 等 電 位 線 と を 接 続 し 、 上 記 の 差 込 み 部 と 受 け 部 が 結 合 す る 時 は 、 そ
の 結 合 動 作 に よ っ て 上 記 コ ネ ク タ 端 子 と 上 記 グ ラ ン ド 等 電 位 線 の 接 続 を 切 り 離 す よ う に し
た 機 械 的 切 換 え 手 段 と 、 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 コ ネ ク タ の 差 込 み 部 を 受 け 部 か ら 外 し た 時 、 即 ち 電 子 内 視 鏡 を プ ロ
セ ッ サ 装 置 か ら 取 り 外 す 動 作 時 に 、 機 械 的 切 替 え 手 段 に よ っ て 自 動 的 に コ ネ ク タ 端 子 が グ
ラ ン ド 等 電 位 線 に 接 続 さ れ る 。 従 っ て 、 電 子 内 視 鏡 の 非 接 続 時 に は 、 必 ず コ ネ ク タ 端 子 は
グ ラ ン ド と 等 電 位 と な り （ 接 地 さ れ ） 、 静 電 気 の 影 響 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ 乃 至 図 ４ に は 、 第 １ 実 施 例 に 係 る 電 子 内 視 鏡 装 置 用 コ ネ ク タ 装 置 の 構 成 が 示 さ れ 、 ま
ず 図 ４ の 全 体 図 か ら 説 明 す る 。 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 電 子 内 視 鏡 １ ４ の コ ネ ク タ 差 込 み
部 （ 雄 型 ） １ ５ は 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ６ の コ ネ ク タ 受 け 部 （ 雌 型 ） １ ７ に 結 合 す る よ う に
構 成 さ れ て お り 、 こ の コ ネ ク タ 受 け 部 １ ７ で は 、 図 １ 及 び 図 ２ に も 示 さ れ る よ う に 、 内 部
上 下 面 に 複 数 の 信 号 線 の 端 子 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ … ２ ０ ｎ （ ｎ ： 任 意 数 ） が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ に お い て 、 一 方 の コ ネ ク タ 差 込 み 部 １ ５ に は 、 そ の 中 央 部 基 板 ２ １ の 上 下 面 に 複 数 の
信 号 線 の 端 子 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ … ２ ２ ｎ が 形 成 さ れ 、 こ の 端 子 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ … ２ ２ ｎ が 上
記 コ ネ ク タ 受 け 部 １ ７ 側 端 子 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ … ２ ０ ｎ に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 こ の コ ネ ク
タ 差 込 み 部 １ ５ の 内 部 上 下 面 に 、 機 械 的 切 換 え 手 段 と し て 、 例 え ば バ ネ 状 金 属 板 を 折 り 曲
げ 形 成 し て な る 複 数 の 可 動 切 片 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ … ２ ３ ｎ が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ３ に は 、 上 記 の 可 動 接 片 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ … ２ ３ ｎ の う ち 上 側 に 配 置 さ れ る 部 分 が 示 さ れ
て い る 。 こ の 複 数 の 可 動 接 片 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ … （ ２ ３ ｎ ） は 、 例 え ば 合 成 樹 脂 製 の フ レ キ
シ ブ ル 基 板 ２ ４ に 一 体 と な る よ う に 形 成 さ れ て お り 、 折 り 曲 げ ら れ た 状 態 で 一 方 が 上 記 中
央 部 基 板 ２ １ の 上 下 の 端 子 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ … （ ２ ２ ｎ ） に 接 続 す る 位 置 に 配 置 さ れ 、 他 方
は グ ラ ン ド 等 電 位 線 （ 図 ５ の ５ ０ ） に 接 続 さ れ る 。 な お 、 こ の 可 動 接 片 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ …
２ ３ ｎ は 上 記 コ ネ ク タ 差 込 み 部 １ ５ の 内 壁 に 個 別 に 取 り 付 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ５ （ Ａ ） に は 、 上 記 可 動 接 片 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ … ２ ３ ｎ の 回 路 上 の 接 続 状 態 が 示 さ れ て お
り 、 こ の 図 ５ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 Ｃ Ｃ Ｄ ９ に 接 続 さ れ た 回 路 基 板 １ ０ 及 び Ｉ Ｃ 回 路
１ １ の コ ネ ク タ 端 子 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ … ２ ２ ｎ は 全 て 、 可 動 接 片 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ … ２ ３ ｎ の
バ ネ 不 勢 力 の 接 触 に よ り グ ラ ン ド 等 電 位 （ 接 地 電 位 ） に 保 た れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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第 １ 実 施 例 は 以 上 の 構 成 か ら な り 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 電 子 内 視 鏡 １ ４ 側 の コ ネ ク タ
差 込 み 部 １ ５ が プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ６ 側 の コ ネ ク タ 受 け 部 １ ７ に 差 し 込 ま れ る と 、 端 子 ２ ０
ａ ， ２ ０ ｂ … ２ ０ ｎ と 端 子 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ … ２ ２ ｎ が 接 触 す る と 共 に 、 可 動 接 片 ２ ３ ａ ，
２ ３ ｂ … ２ ３ ｎ が 端 子 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ … ２ ２ ｎ か ら 離 れ 、 オ フ （ 開 ） に な る 。 こ の 場 合 は
、 上 記 端 子 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ … ２ ０ ｎ と 端 子 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ … ２ ２ ｎ の 接 続 に よ り 従 来 と 同
様 に 、 信 号 の 伝 送 、 電 源 の 供 給 が 行 わ れ 、 こ れ に よ っ て 電 子 内 視 鏡 １ ４ の Ｃ Ｃ Ｄ ９ に よ る
被 観 察 体 の 撮 像 、 モ ニ タ 表 示 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
一 方 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 電 子 内 視 鏡 装 置 の 使 用 が 終 了 し 、 上 記 コ ネ ク タ の 差 込 み 部
１ ５ が 受 け 部 １ ７ か ら 取 り 外 さ れ る と 、 端 子 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ … ２ ２ ｎ が 端 子 ２ ０ ａ ， ２ ０
ｂ … ２ ０ ｎ か ら 離 れ る と 同 時 に 、 可 動 接 片 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ … ２ ３ ｎ が そ の バ ネ 不 勢 力 に よ
っ て 端 子 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ … ２ ２ ｎ に 接 触 し 、 オ ン （ 閉 ） と な る 。 こ の 場 合 は 、 図 ５ に 示 さ
れ る よ う に 、 グ ラ ン ド 等 電 位 線 ５ ０ に 接 続 さ れ た 可 動 接 片 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ … ２ ３ ｎ に よ っ
て 端 子 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ … ２ ２ ｎ が グ ラ ン ド （ Ｇ Ｎ Ｄ ） に 接 続 さ れ 、 グ ラ ン ド 等 電 位 と な る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
従 っ て 、 こ の 実 施 例 に よ れ ば 、 図 ５ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 外 部 か ら 入 力 さ れ る 静 電 気
の サ ー ジ Ｅ １ は グ ラ ン ド Ｇ Ｎ Ｄ と 等 電 位 と な り 、 人 体 へ の 帯 電 等 で 生 じ た 静 電 気 が 電 子 内
視 鏡 １ ４ の コ ネ ク タ 端 子 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ … ２ ２ ｎ に 与 え ら れ 、 ま た 電 子 内 視 鏡 １ ４ の 外 装
金 属 等 か ら 侵 入 し て 内 部 の 信 号 線 に 与 え ら れ た と し て も 、 こ れ に よ っ て Ｃ Ｃ Ｄ ９ や Ｉ Ｃ 回
路 １ １ が 壊 れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ６ に は 、 機 械 的 切 換 え 手 段 と し て 機 械 的 ス イ ッ チ を 用 い た 第 ２ 実 施 例 の 構 成 が 示 さ れ て
い る 。 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ 実 施 例 の コ ネ ク タ 差 込 み 部 ２ ５ に は 、 一 方 が 中 央 部 の
端 子 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ … ２ ２ ｎ に 接 続 さ れ 、 他 方 が グ ラ ン ド に 接 続 さ れ た 機 械 的 ス イ ッ チ ２
６ ａ ， ２ ６ ｂ … ２ ６ ｎ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 機 械 的 ス イ ッ チ ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ … ２ ６ ｎ は
、 作 動 釦 が 押 さ れ た 時 、 開 （ オ フ ） と な り 、 作 動 釦 の 押 下 が 解 除 さ れ た 時 、 閉 （ オ ン ） と
な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の よ う な 第 ２ 実 施 例 の 構 成 に よ れ ば 、 図 １ の よ う に 、 コ ネ ク タ の 差 込 み 部 ２ ５ を 受 け 部
１ ７ に 差 し 込 ん だ 時 、 機 械 的 ス イ ッ チ ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ … ２ ６ ｎ は そ れ ぞ れ の 操 作 釦 が 押 し
込 ま れ て 開 と な る 。 一 方 、 上 記 差 込 み 部 ２ ５ を 受 け 部 １ ７ か ら 取 り 外 し た 時 に は 、 機 械 的
ス イ ッ チ ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ … ２ ６ ｎ は そ れ ぞ れ の 操 作 釦 が 元 へ 戻 っ て 閉 と な り 、 こ の 場 合 は
コ ネ ク タ 端 子 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ … ２ ２ ｎ が グ ラ ン ド と 等 電 位 と な っ て 静 電 気 の 影 響 が 良 好 に
防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 実 施 例 で は 、 電 子 内 視 鏡 １ ４ 側 の コ ネ ク タ 差 込 み 部 １ ５ に 、 可 動 接 片 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ
… ２ ３ ｎ 又 は 機 械 的 ス イ ッ チ ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ … ２ ６ ｎ の 機 械 的 切 換 え 手 段 を 設 け た が 、 コ
ネ ク タ の 結 合 形 式 を 逆 に し て プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ６ 側 の コ ネ ク タ 受 け 部 １ ７ に 機 械 的 切 換 え
手 段 を 設 け 、 プ ロ セ ッ サ １ ６ 側 の 回 路 を 保 護 す る よ う に 構 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 機 械 的 切 換 え 手 段 を 用 い て 、 コ ネ ク タ の 差 込 み 部
と 受 け 部 が 結 合 し て い な い 時 は 、 静 電 気 の 影 響 を 防 止 す る た め に コ ネ ク タ 端 子 と グ ラ ン ド
等 電 位 線 と を 接 続 し 、 上 記 コ ネ ク タ の 差 込 み 部 と 受 け 部 が 結 合 す る 時 は 、 そ の 結 合 動 作 に
よ っ て コ ネ ク タ 端 子 と グ ラ ン ド 等 電 位 線 の 接 続 を 切 り 離 す よ う に し た の で 、 静 電 気 対 策 の
た め の 着 脱 作 業 等 を 行 う こ と な く 、 Ｃ Ｃ Ｄ や 回 路 部 材 へ の 静 電 気 の 影 響 を 確 実 に 防 止 す る
こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 電 子 内 視 鏡 装 置 用 コ ネ ク タ 装 置 の 結 合 時 の 構 成 を 示 す
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図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 例 に 係 る 電 子 内 視 鏡 装 置 用 コ ネ ク タ 装 置 の 非 結 合 時 の 構 成 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 第 １ 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 側 コ ネ ク タ 差 込 み 部 の 可 動 接 片 と 中 央 部 端 子 の 上 側 の 構
成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 １ 実 施 例 の コ ネ ク タ 装 置 の 全 体 の 概 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 １ 及 び 第 ２ 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 部 及 び 可 動 接 片 と Ｃ Ｃ Ｄ の 接 続 状 態
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ２ 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 側 コ ネ ク タ 差 込 み 部 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 電 子 内 視 鏡 装 置 用 コ ネ ク タ 装 置 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 電 子 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 部 と Ｃ Ｃ Ｄ の 接 続 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ， １ ４ … 電 子 内 視 鏡 、
５ ， １ ６ … プ ロ セ ッ サ 装 置 、
２ ， １ ５ ， ２ ５ … コ ネ ク タ 差 込 み 部 、
６ ， １ ７ … コ ネ ク タ 受 け 部 、
４ ａ ～ ４ ｄ ， ７ ａ ， ７ ｂ ， ２ ０ ａ ～ ２ ０ ｎ ， ２ ２ ａ ～ ２ ２ ｎ … 端 子 、
２ ３ ａ ～ ２ ３ ｎ … 可 動 接 片 、
２ ６ ａ ～ ２ ６ ｎ … 機 械 的 ス イ ッ チ 。
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